
アクセシビリティと翻訳について

株式会社後藤広一



株式会社後藤広一では、だれもが分かりやすく、安心して使えることを大切にしています。これ
が、私たちのアクセシビリティ基本方針です。

この考え方にもとづき、障害のある方のためのフレームワークは、日本で動作するソフトである
ため、翻訳を行いません。

また、他国語から日本語への翻訳をAIにまかせて、自動で決めることはしていません。

理由は、人によって、分かりやすいことばや表現がちがうからです。私たちは、一人ひとりの理
解のしかたを大切にしたいと考えています。

翻訳やことばの使い方については、人が内容を確認し、人が最終的に判断することを基本にして
います。

この取り組みは、アクセシビリティ基本方針に沿った、人を中心に考えるためのものです。



よくあるご質問（Q&A;）

Q1. アクセシビリティ基本方針とは何ですか？

A. だれもが分かりやすく、安心して使えるようにするための考え方です。

Q2. なぜ障害者向けフレームワークでは翻訳を行わないのですか？

A. 日本で動作するソフトであるため、原則として翻訳を行っていません。

Q3. なぜ翻訳をAIにまかせないのですか？

A. 人によって、分かりやすいことばや表現がちがうからです。

Q4. 翻訳やことばの使い方は、どのように決めていますか？

A. 人が内容を確認し、人が最終的に判断することを基本にしています。


